
三

専
攻
学
科
目

厚
生
経
済
学
と
社
会
的
選
択
の
理
論

生
年
月
日

昭
和
一
九
年
一
月
七
日

略
　
　
　
歴

昭
和
四
一
年
　
三
月

一
橋
大
学
経
済
学
部
卒
業

同
　
四
三
年
　
三
月

一
橋
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了

同
　
四
六
年
　
四
月

一
橋
大
学
経
済
学
部
講
師

同
　
四
八
年
　
四
月

京
都
大
学
経
済
研
究
所
助
教
授

同
　
五
五
年
一
〇
月

経
済
学
博
士

同
　
五
七
年
　
四
月

一
橋
大
学
経
済
研
究
所
助
教
授

同
　
五
九
年
一
二
月

一
橋
大
学
経
済
研
究
所
教
授
（
現
在
に
至
る
）

平
成
一
五
年
　
六
月

公
正
取
引
委
員
会
・
競
争
政
策
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長
（
現
在
に
至
る
）

受
賞
者

鈴す
ず

村む
ら

興
太
郎

こ
う
た
ろ
う

日
本
学
士
院
賞



に
六
年
間
日
本
政
府
代
表
と
し
て
参
与
）
を
丹
念
に
比
較
検
討
し
、
日
本
法
の

解
釈
論
、
立
法
論
の
素
材
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
幅
広
い
か
つ
深
み
の
あ

る
比
較
法
的
研
究
は
、
外
国
文
献
に
も
見
当
た
ら
な
い
も
の
で
あ
り
、
一
般
的

な
意
味
で
比
較
法
研
究
の
模
範
と
も
い
え
る
も
の
で
あ
る
。

経
済
学
博
士
鈴
村
興
太
郎
氏
の
「
厚
生
経
済
学

に
お
け
る
厚
生
主
義
的
帰
結
主
義
の
克
服
」
に

対
す
る
授
賞
審
査
要
旨

鈴
村
興
太
郎
氏
は
、
そ
の
日
本
経
済
学
会
に
お
け
る
会
長
講
演
の
た
め
に
準

備
し
た
英
文
、
和
文
の
二
論
文
を
公
刊
し
た
。
す
な
わ
ち
、“W

e
lfa

re

E
c
o

n
o

m
ic

s
b

e
y
o

n
d

W
e
lfa

rist-c
o

n
se

q
u

e
n

tia
lism

”
(T

he
Japanese

E
conom

ic
R

eview
,

V
o

l.51
,
2000

)

お
よ
び
「
厚
生
経
済
学
の
情
報
的
基
礎：

厚
生
主
義
的
帰
結
主
義
・
機
会
の
内
在
的
価
値
・
手
続
き
的
衡
平
性
」（
岡
田

他
編
、『
現
代
経
済
学
の
潮
流
２
０
０
０
』、
東
洋
経
済
新
報
社
、
二
〇
〇
〇
年

刊
）
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
論
文
に
お
い
て
、
鈴
村
氏
は
そ
の
長
年
に
わ
た
る
厚

生
経
済
学
、
こ
と
に
社
会
的
選
択
理
論
に
関
す
る
広
汎
な
自
ら
の
研
究
成
果
を

整
理
し
て
い
る
。
そ
し
て
社
会
的
選
択
理
論
の
い
っ
そ
う
の
前
進
に
対
し
て
立

ち
は
だ
か
っ
て
き
た
、
Ｋ
・
ア
ロ
ー
の
い
わ
ゆ
る
「
一
般
不
可
能
性
定
理
」

（
民
主
的
な
方
法
に
よ
る
社
会
の
合
理
的
な
選
択
の
不
可
能
性
）
の
問
題
を
克

服
す
る
一
つ
の
解
決
策
を
展
開
し
た
。
す
な
わ
ち
、
鈴
村
氏
は
、
長
年
に
わ
た

っ
て
経
済
シ
ス
テ
ム
の
性
能
や
経
済
政
策
の
成
果
の
評
価
に
関
し
て
、
シ
ス
テ

ム
や
政
策
の
帰
結
の
み
に
情
報
的
基
礎
を
求
め
て
き
た
伝
統
的
理
論
を
補
完
す

二
〇



る
た
め
に
、
手
続
き
的
衡
平
性
や
選
択
機
会
の
内
在
的
価
値
の
視
点
に
立
つ
新

た
な
理
論
的
展
開
を
試
み
て
き
た
が
、
上
記
の
二
論
文
で
は
、
そ
れ
ら
を
総
括

す
る
と
と
も
に
、
そ
の
政
策
的
な
イ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
明
ら
か
に
し
た
の

で
あ
る
。

論
文W

e
lfa

re
E

c
o

n
o

m
ic

s
b

e
y
o

n
d

W
e
lfa

rist-c
o

n
se

q
u

e
n

tia
lism

の
最
初

の
二
節
（1

.
In

tro
d

u
c
tio

n

お
よ
び2

.
W

e
lfa

re
E

c
o

n
o

m
ic

s,
“o

ld
”

a
n

d

“n
e
w

”

）
で
は
、
Ａ
・
Ｃ
・
ピ
グ
ー
の
『
厚
生
経
済
学
』（
一
九
二
〇
）、
お
よ

び
そ
れ
に
対
し
て
効
用
の
可
測
性
と
個
人
間
比
較
可
能
性
を
排
し
た
新
厚
生
経

済
学
の
学
説
史
的
展
望
が
、
鈴
村
氏
の
初
期
の
研
究
成
果
（
文
末
の
文
献

S
u

zu
m

u
ra

,1976
,
1980

,
1983

,
1999

b

）
な
ど
に
基
づ
き
厳
密
に
展
開
さ
れ
、

い
わ
ゆ
る
「
補
償
原
理
」
の
失
敗
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
新
厚
生
経
済
学

に
は
、「
補
償
原
理
」
の
そ
れ
と
は
異
な
る
Ａ
・
バ
ー
グ
ソ
ン
、
Ｐ
・
サ
ミ
ュ

エ
ル
ソ
ン
の
社
会
厚
生
関
数
ア
プ
ロ
ー
チ
が
あ
る
が
、
同
論
文
の
第
三
節
（3

.

A
rro

v
ia

n
so

c
ia

l
c
h

o
ic

e
th

e
o

ry
a
n

d
w

e
lfa

rist-c
o

n
se

q
u

e
n

tia
lism

）
は
、

こ
れ
に
た
い
す
る
「
ア
ロ
ー
の
一
般
不
可
能
性
定
理
」
を
検
討
す
る
。
ア
ロ
ー

は
こ
の
定
理
で
、
最
小
限
度
に
民
主
主
義
的
な
要
請
で
あ
る
パ
レ
ー
ト
原
理
を

満
足
し
て
、
個
人
的
厚
生
判
断
を
社
会
的
に
集
計
す
る
に
は
独
裁
者
の
存
在
を

容
認
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
を
示
し
た
の
で
あ
る
。

鈴
村
氏
は
、
こ
の
「
不
可
能
性
定
理
」
の
障
害
に
対
処
す
る
た
め
に
、
ピ
グ

ー
か
ら
ア
ロ
ー
に
至
る
ま
で
の
厚
生
経
済
学
は
、
い
ず
れ
も
「
厚
生
主
義
的
帰

結
主
義
」
の
立
場
に
止
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
の
で
あ
る
。
「
厚
生
主

義
的
帰
結
主
義
」
の
何
が
問
題
な
の
か
は
、
続
く
第
四
節
（W

h
a
t

is
w

ro
n

g

w
ith

w
e
lfa

rist-c
o

n
se

q
u

e
n

tia
lism

?

）
に
お
い
て
詳
述
さ
れ
、
Ｊ
・
ロ
ー
ル
ズ
、

Ｒ
・
ド
ウ
オ
ー
キ
ン
、
Ａ
・
Ｋ
・
セ
ン
ら
の
批
判
を
、
非
厚
生
主
義
的
な
情
報

的
基
盤
の
導
入
と
し
て
評
価
し
て
位
置
づ
け
る
。
た
だ
し
、
彼
ら
の
展
開
も
帰

結
主
義
そ
の
も
の
を
越
え
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
第
五
節

（In
te

rp
e

rs
o

n
a
l

c
o

m
p

a
ra

b
ility

o
f

w
e

lfa
re

）
は
、
一
種
の
余
論

（d
ig

re
ssio

n

）
で
あ
り
、「
同
感
」（e

x
te

n
d

e
d

sy
m

p
a
th

y

）
と
い
う
意
味
で

の
個
人
間
効
用
比
較
導
入
の
試
み
が
ア
ロ
ー
の
問
題
の
解
決
に
は
な
ら
な
い
と

い
う
鈴
村
氏
の
所
論
（S

u
zu

m
u

ra
,1983

,1997

）
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

鈴
村
氏
自
身
に
よ
る
厚
生
主
義
的
帰
結
主
義
を
克
服
す
る
た
め
の
積
極
的
な

試
み
は
、
以
上
の
展
開
を
踏
え
て
、
ま
ず
第
六
節
（P

re
fe

re
n

c
e

fo
r

o
p

p
o

rtu
n

itie
s

）
か
ら
始
ま
る
。
選
択
機
会
の
価
値
が
考
慮
に
入
れ
ら
れ
、
厚

生
主
義
的
帰
結
主
義
の
ア
ロ
ー
の
一
般
不
可
能
性
定
理
に
お
け
る
社
会
厚
生
関

数
に
対
応
す
る
関
数
は
こ
こ
で
は
社
会
構
成
関
数
（e

x
te

n
d

e
d

c
o

n
stitu

tio
n

）

と
呼
ば
れ
る
。
そ
し
て
選
択
機
会
も
考
慮
に
入
れ
る
穏
健
な
帰
結
主
義
者
な
い

し
穏
健
な
非
帰
結
主
義
者
が
存
在
す
る
場
合
に
は
社
会
構
成
関
数
が
存
在
可
能

で
あ
る
こ
と
が
主
張
さ
れ
る
。
続
く
第
七
節
（C

o
n

se
q

u
e
n

c
e
s

a
n

d

p
ro

c
e
d

u
re

s

）
で
は
、
お
な
じ
厚
生
的
帰
結
で
も
そ
れ
に
い
た
る
手
続
き
の
違

い
が
問
題
に
さ
れ
る(S

u
zu

m
u

ra
,1996

,1999
a
)

。
Ｊ
・
Ａ
・
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー

二
一



が
、「
社
会
主
義
の
パ
ン
は
資
本
主
義
の
パ
ン
よ
り
美
味
い
」
と
考
え
ら
れ
る

か
も
し
れ
な
い
、
と
述
べ
た
の
と
同
じ
性
質
の
問
題
で
あ
る
（
鈴
村
、
二
〇
〇

〇
）。
各
個
人
の
主
観
的
選
好
（su

b
je

c
tiv

e
p

re
fe

re
n

c
e
s

）
と
倫
理
的
選
好

（e
th

ic
a
l

p
re

fe
re

n
c
e
s

）
が
区
別
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
個
人
的
社
会
的
厚
生
関

数
が
社
会
的
決
定
プ
ロ
セ
ス
を
経
由
し
て
社
会
的
・
社
会
的
厚
生
関
数
に
至
る

さ
い
の
、
手
続
き
的
正
義
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
る
。
最
後
の
第
八
節

（C
o

n
c
lu

d
in

g
re

m
a
rk

s

）
は
結
語
的
覚
え
書
で
あ
る
。

鈴
村
氏
は
現
在
の
日
本
を
代
表
す
る
理
論
経
済
学
者
の
一
人
で
あ
る
が
、
こ

と
に
厚
生
経
済
学
お
よ
び
社
会
的
選
択
理
論
の
分
野
で
は
国
際
的
に
高
く
評
価

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
た
と
え
ば
、
同
氏
が
ア
ロ
ー
、
セ
ン
（
い
ず
れ
も
ノ

ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
）
と
と
も
に
、
こ
の
分
野
の
最
近
の
状
況
を
概
観
す
る

H
andbook

ofSocial
C

hoice
and

W
elfare

の
共
同
編
集
者
に
選
ば
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
も
確
認
で
き
よ
う
。
ま
た
、
こ
れ
に
収
録
さ
れ
て
い
るB

la
c
k

o
rb

y

等
の
論
文
に
お
い
て
は
、
セ
ン
の
所
論
が
結
局
は
ア
ロ
ー
同
様
の
帰
結
主
義
に

止
ま
る
と
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
鈴
村
氏
の
提
唱
す
る
手
続
き
的
衡
平
性

の
考
慮
は
帰
結
主
義
の
克
服
の
試
み
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る

（B
la

c
k

o
rb

y
,
B

o
sse

rt,
a
n

d
D

o
n

a
ld

so
n

,2002

）。

鈴
村
氏
の“W

e
lfa

re
E

c
o

n
o

m
ic

s
b

e
y
o

n
d

W
e
lfa

rist-C
o

n
se

q
u

e
n

tia
lism

”

お
よ
び
「
厚
生
経
済
学
の
情
報
的
基
礎
」
の
両
論
文
、
お
よ
び
そ
れ
に
至
る
一

連
の
研
究
は
、
同
氏
の
厚
生
経
済
学
研
究
に
対
す
る
こ
れ
ま
で
の
多
大
な
貢
献

を
総
括
す
る
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、
世
界
の
厚
生
経
済
学
研
究
の
最
近
の
理

論
的
発
展
に
お
け
る
一
つ
の
重
要
な
画
期
を
示
す
も
の
と
も
言
え
る
も
の
で
あ

る
。
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鈴
村
興
太
郎
、
二
〇
〇
〇．

厚
生
経
済
学
の
情
報
的
基
礎：

厚
生
主
義
的
帰
結
主
義
・
機

会
の
内
在
的
価
値
・
手
続
き
的
衡
平
性
。
岡
田
他
編
『
現
代
経
済
学
の
潮
流
２
０
０

０
』、
東
洋
経
済
新
報
社
、
三–

四
二
頁
。

理
学
博
士
又
賀
　
�
氏
の
「
光
励
起
分
子
の
分

子
間
相
互
作
用
と
化
学
反
応
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
の

研
究
」
に
対
す
る
授
賞
審
査
要
旨

光
励
起
分
子
の
化
学
反
応
は
、
分
子
の
電
子
励
起
と
そ
れ
に
続
く
他
分
子
や

媒
体
分
子
と
の
相
互
作
用
を
重
要
な
因
子
と
し
て
進
行
す
る
。
又
賀
　
�
氏
は
、

溶
液
等
凝
縮
系
に
お
け
る
光
誘
起
電
子
移
動
を
中
心
と
し
た
光
化
学
反
応
に
関

し
て
、
光
励
起
分
子
な
ら
び
に
分
子
錯
体
の
構
造
と
反
応
性
、
溶
媒
分
子
と
の

相
互
作
用
を
、
ナ
ノ
秒
か
ら
フ
ェ
ム
ト
秒
に
か
け
て
の
超
高
速
分
光
装
置
を
開

発
し
つ
つ
そ
れ
を
用
い
て
研
究
し
、
独
創
的
な
洞
察
に
基
づ
き
、
広
く
光
化
学

諸
過
程
の
解
明
・
基
本
概
念
の
確
立
に
寄
与
し
た
。
こ
の
手
法
と
概
念
は
、
光

化
学
反
応
の
研
究
に
お
け
る
指
導
原
理
と
し
て
世
界
的
に
広
く
受
け
入
れ
ら
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
卓
越
し
た
成
果
は
次
の
二
項
目
に
分
け
ら
れ
る
。

一
、
溶
液
中
の
光
励
起
分
子
の
電
子
構
造
と
溶
媒
分
子
と
の
相
互
作
用
に
関
す

る
研
究

―
又
賀
・
リ
ッ
パ
ー
ト
の
式
の
提
出

―

溶
液
中
の
溶
質
分
子
の
蛍
光
ス
ペ
ク
ト
ル
は
、
溶
媒
極
性
の
増
加
と
共
に
、

長
波
長
側
に
移
動
す
る
。
又
賀
氏
は
こ
の
現
象
を
溶
質
分
子
の
光
励
起
に
よ
る

二
三




